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はじめに 

厚生労働省において平成 30 年 10 月に「児童館ガイドラインの改正」が策定・公表され

た。それを検討した社会保障審議会児童部会「遊びのプログラム等に関する専門委員会」

は平成 27 年 6 月に設置されたが、その「設置要綱」の項目 3 に「遊びのプログラム」の

分析評価も主な検討事項の一つとして挙げられている。これは、今後児童館が実施するさ

まざまなイベントや行事、日常活動等のいわゆる「遊びのプログラム」に関して、新たな

プログラムの開発と共に、それらの評価の必要性について言及されたものである。児童館

の中心的事業である「遊びのプログラム」を改善し、より優れたものにしてゆくことは、

子どもたちの健全な成長に資するだけではなく、児童館の運営面でも必要なことであり、

今後はその評価方針や方法が問われてゆくことになる。 
本研究は、児童館で実施されている「遊びのプログラム」について、今後どのように評

価してゆくかを検討するために必要となる基礎データや関連資料等を、全国各地の児童館

の現状調査や現地ヒアリング調査等を通じて収集し、その整理を行うことを目的とした調

査研究である。 
本研究を実施するにあたっては、現状認識という側面から、児童・子ども研究の分野の

メンバーを中心に、それ以外のさまざまな分野からも専門家の招聘を行った。その一つが

情報通信分野である。これは近年の子どもを取り巻く状況の中で最も大きく変化した部分

である。インターネットに代表される情報技術の発達・普及によって、人々が膨大な量の

情報に直接アクセス可能となった現在、子どもたちは家から出ることなく、手元の情報機

器を駆使してゲームや SNS、ホームページ等のコンテンツを楽しむことが可能となり、そ

れに伴って多くの知識だけではなく、そうしたコンテンツが持つ多様な価値観や思想を取

得・共有するようになっている。こうした子どもを取り巻く環境の情報化は、子どもが日

常生活の中で行うさまざまな意思決定や行動にも大きな影響を与えることが懸念されてい

る。また、社会活動を如何に評価するかという側面から、プログラム評価の専門家にも参

加を要請した。現代社会では、多くの社会活動、特に税金が投入される公的活動について

はその評価について議論されることが多くなっている。我が国の児童館の大半が公設であ

る点を踏まえ、「遊びのプログラム」の評価に関しても今後はこうした観点が必要となると

考えた。今回の研究メンバーの約半数が、この調査研究への参画をきっかけとして、あら

ためて児童館活動について深く知る事となったと感想を述べている。そしてこれまでも児

童館に関与してきた方々からも、従来とは異なる新たな視点や知見を得ることができ、ま

た児童館で日々活動されている職員の方々の現状の客観的な検証・分析や、今まで見落と

されていたような優れた点の掘り起こしにつながるとの意見を頂くことができた。 
学際的なメンバー構成によってこの調査研究を始めるにあたっては、勉強会を重ねるこ

とで、「児童館の理念・目的とは何か」、「遊びのプログラムとは何か」という、本研究が目

的とする調査の根本的な命題をメンバー間で共有する作業から進めた。この取り組みは児
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童館について専門外のメンバーが、本研究課題を理解・咀嚼するために必要なプロセスと

して推進したが、結果として調査対象である「児童館等における遊びのプログラムとは何

か」について定義付ける機会となり、本報告書を通して児童館活動の評価を捉え直すため

に求められる要件を明らかにすることができた点で有意義であった。 
また、調査・研究の過程で、上記の勉強会で提起された幅広い視点からの仮説や可能性

についての討議を行い、文献調査、児童館関係者等の専門家へのヒアリング調査、児童館

視察、児童館スタッフや利用者とのインタビュー等を通じて、児童館における「遊びのプ

ログラム」の効果の検証・分析についての要件を洗い出すことができた。研究チームによ

って明らかにされた「要件」が、実際の児童館現場において適切なものであるのかを検証

するために、児童館の現場職員の方々や行政担当者を対象に「フォーカスグループ・ミー

ティング」を行い調査結果の再確認と意見交換を実施した。これらの検証結果、研究チー

ムが導き出した要件は児童館職員の方たちの指針となり、彼らの活動の適否を振り返り、

その内容をより良いものへと導いてゆく可能性が高いことが確認された。 
本報告書の目的は、今後、「児童館等における『遊びのプログラム』の効果の検証・分析

方法の確立」に資するための基礎調査である。本調査・研究報告書が次のステップである

「評価基準作り」に寄与することを期待する。 
 
最後に、本研究に協力してくださった全国の児童館の方々にこの場を借りてお礼を述べ

させていただきます。 
 
 

平成31年3月31日 
早稲田大学 国際情報通信研究センター 

客員主任研究員 岩田 紳也 
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